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物  質  名 グリセリン ＤＢ－7 

別  名 グリシルアルコール、グリセロー

ル、1,2,3-トリヒドロキシプロパン 
構 造 式 

 

 

CAS番号 56-81-5 
PRTR番号 － 
化審法番号 2-242 
分子式 C3H8O3 分子量 92.10 
沸点 290℃（760 mmHg）1) 融点 17.8℃1) 
蒸気圧 1.68×10-4 mmHg（25℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 3.77 mg /m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －1.76（実測値）3) 水溶性 1.0×106 mg/L（25℃、実測値）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 4,090 mg/ kg 5)  
 ラット 経口 LD50 12,600 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 > 570 mg/m3 (1hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雌ラットに 0、5％の濃度で 6ヵ月間飲水投与（0、3,335 mg/kg/day）した結果、5％群で死亡（1/5
匹）、小さい胸腺及び脾臓、尿細管で石灰化した塊がみられた 6)。 

・ラットに 0、5、10、20％の濃度で 2年間混餌投与（雄で 0、2,000、4,000、8,000 mg/kg/day、雌
で 0、2,500、5,000、10,000 mg/kg/day）した結果、5％以上の群で投与に関連した影響はなかっ
たとの報告 7) があるが、詳細は不明である。 

・ラットに 0、1,000、1,930、3,910 mg/m3を 14日間（6時間/日、5日/週）鼻部吸入した結果、1,000 
mg/m3群及び 1,930 mg/m3群で各々2/20匹が死亡し、1,000 mg/m3以上の群で体重増加の抑制、

咽頭蓋の軽微～軽度の扁平上皮化生の発生率の増加がみられた 6, 8) 。この結果から、LOAELを
1,000 mg/m3（ばく露状況で補正：180 mg/m3）とする。 

・ラットに 0、33、165、662 mg/m3を 13週間（6時間/日、5日/週）鼻部吸入した結果、662 mg/m3

群で咽頭蓋の軽微～軽度の扁平上皮化生がみられた。ばく露群で血液、臓器重量等への影響は

みられなかった 6, 8)。この結果から、NOAELを 165 mg/m3（ばく露状況で補正：29 mg/m3）とす

る。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラット（F0世代）に 0、20％の濃度で交尾 8週前から雌には哺育期間まで計 12週間飲水投与（0、
2,000 mg/kg/day）し、出生仔（F1世代）には本物質を投与せずに、100日齢で一部を交尾させて
F2世代を出産させた結果、20％群の F0世代では生殖への影響はなく、F1世代で成長や生殖への

影響、F1及び F2世代で生殖器官の組織の変性はなかった
9) 。この結果から、NOAELを 20％（2,000 

mg/kg/day）とする。 
・ラットに 0、13.1、60.8、282、1,310 mg/kg/day、マウスに 0、12.8、59.4、276、1,280 mg/kg/day
を妊娠 6日から 15日まで強制経口投与した結果、ラット、マウスの母親及び胎仔に投与に関連
した影響はなく、胎仔では投与に関連した外表系、内臓系、骨格系の奇形もみられなかった 10) 。

この結果から、ラット、マウスの母親及び胎仔の NOAELを 1,310 mg/kg/dayとする。 
・ウサギに 0、11.8、54.8、254.5、1,180 mg/kg/dayを妊娠 6日から 18日まで強制経口投与した結
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果、11.8 mg/kg/day以上の群の母親及び胎仔に影響はなかった。なお、11.8 mg/kg/day以上の群
の胎仔に外表系、内臓系の奇形はなく、254.5 mg/kg/day群で骨格系の変異がみられたが、投与
に関連したものではないと判断された NTIS)。この結果から、母親及び胎仔の NOAEL を 1,180 
mg/kg/dayとする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・皮膚に付くと皮膚の乾燥、経口摂取すると下痢を生じる 11) 。 
・14人の大学院生（男性 10人、女性 4人）に、95％濃度で 110 g/dayを 3回/日の食事時にオレン
ジジュースに混ぜて 50日間摂取させた結果、試験期間中に尿酸排出量、基礎代謝量、赤血球数、
白血球数、ヘモグロビン濃度への影響や悪影響はみられなかった 12, 13)。 

・急性脳梗塞によって脳浮腫を起こした患者 37人及び中枢神経系の浮腫のある患者 17人に、浮
腫の治療のために 1.5 g/kg/dayを経口投与または 1.2 g/kg/dayを静脈内投与した結果、脳梗塞患
者の 11％が処置中に死亡したが、本物質の投与とは関連はなく、死亡者以外の患者では 4日間
の処置中及び終了時に神経症状の改善がみられた。本物質の投与による毒性症状はみられなか

った 14) 。 
・男性及び女性のボランティア各 10人に、本物質 1 mL/kgを単回経口投与後、男性で血清トリグ
リセリド値の有意な上昇を認めたが、女性で影響はなかった。また、男性 12人、女性 10人の
ボランティアに 1 mL/kg/dayを 42日間経口投与した結果、投与期間中に男性及び女性で血清ト
リグリセリドの上昇がみられたが、有意差が認められたのは男性のみであった 15) 。 

・皮膚病の患者数千人に、50％濃度の本物質でパッチテスト（20～24時間の閉塞塗布）した結果、
陽性反応がみられたのは 2人のみであったとの報告 16) があるが、本物質の純度が報告されてい
ないため、試料に含まれる不純物（プロピレングリコール、ブタントリオール等）の影響であ

る可能性も排除できない 17) とされている。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 18) TLV-TWA 10 mg/m3  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露については、ウサギの生殖・発生毒性試験から得られたNOAEL 1,180 mg/kg/day（影
響のみられない最高用量）を採用し、暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 165 mg/m3（咽頭蓋の

扁平上皮化生）を採用し、ばく露状況で補正して 29 mg/m3とし、試験期間が短いことから 10で
除した 2.9 mg/m3を暫定無毒性量等に設定する。 
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